








要約:maternal phenylketonuria(マターナル PKU)に伴う種々の合併症を予防するためには,

妊娠前からフェニルアラニン(Phe)制限食を開始し,患者の血中 Phe 値を充分低下させたの

ちに受胎させる必要があるが,その治療に使用する Phe 除去アミノ酸混合物は極めて味が

悪く,そのために食事療法が不成功に終ることも予測される。そこで,無味無臭の低 Phe ペ

プチドを使用した食事を作成し,1 例の患者に使用して健常児を得た。 


